
 

 

求職者等に対するセクシュアルハラスメント等を 

防止するためのリクルート活動に関する取り扱い 

 
労働施策の総合的な推進並びに労働者の雇用の安定及び職業生活の充実等に関する

法律等の一部を改正する法律（令和8年10月1日 令和7年法律第63号。）に基づき、セ

クシュアルハラスメント、パワーハラスメント及びその他の不適切な言動（以下「セ

クシュアルハラスメント等」という。）を防止するため、職員採用におけるリクルー

ト活動を以下のとおり取り扱う。 

 

 

第１ 実施方針 

（１）求職者等に対し、セクシュアルハラスメント等を行ってはならず、公正かつ健

全なリクルート活動を行う。 

 

（２）職員が求職者等にセクシュアルハラスメント等を行った場合は、懲戒処分指針

等に基づき、厳正に対処する。 

 

（３）リクルート活動を行うにあたり、あらかじめ実施時間、実施場所、やり取りに

用いる通信手段及び求職者等と接する場合の留意事項等を明確化し、職員及び求

職者等に周知・啓発を行う。 

 

第２ 相談体制の整備 

求職者等に対するセクシュアルハラスメント等に関する相談窓口を総務課内に

設置し、相談に対し、その内容や状況に応じ適切に対応する。ただし、県立学校

関係者等については、教職員課を窓口とする。 

 

第３ 事後の迅速かつ適切な対応 

求職者等に対するセクシュアルハラスメント等が生じた場合は、迅速かつ正確

に確認し、被害者に対する配慮のための措置及び行為者に対する措置を適正に行

うとともに再発防止に向けた措置を講ずる。 

 

第４ その他 

（１）上記第１から第３により知り得た職員及び求職者等のプライバシーに関する一

切の情報は適切に保護するとともに、職員がリクルート活動におけるセクシュア

ルハラスメント等に関する事実関係の確認等に協力したこと等による不利益な取

り扱いは受けないものとする。 

 

（２）その他、求職者等が安心して求職活動等を行うために必要な措置を講ずる。 


